
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「自ら考え、学びを生かす生徒の
育成」のために、主体的・対話的で
深い学びを実現する授業づくりの推
進

○全国学力調査及び県学習状況調査におい
て、全ての教科で「知識・技能」の項目が県の
正答率と同等。
〇生徒アンケートにおいて、「めあてを意識しな
がら、授業の振り返りをすることができたか」及
び「苦手なことを克服するために、自主学習で
自分なりに工夫して取り組んだか」の項目に対
して肯定的な回答をする生徒が80％以上。
〇生徒アンケートで「授業中に、自分の考えを
友人や先生にわかりやすく表現することができ
たか」の項目において、肯定的回答が80％以
上。

・めあてとふりかえりの徹底
・知識・技能に特化したスキルタイムを継続し、
基礎基本の定着を図る。
・単元の終末に、身につけた知識を用いて思
考・判断・表現する言語活動・学習活動を設定
する。その際、自分の考えを可視化・言語化す
るためのツールの使用やモデルなどの手立て
を工夫する。また、「自ら考え、学びを生かす生
徒の姿」を意識した指導を行う。

B

・生徒アンケートにおいて、「めあてを意識しながら、授業の振り返りをすることができたか」の
質問に対する肯定的な回答は92％となった。めあてを持ち、それに対して振り返る流れが定
着していることが分かった。しかしながら、「苦手なことを克服するために、自主学習で自分な
りに工夫して取り組んだか」の質問に対しては、肯定的な回答は77％で、前回と比較して、肯
定的割合が減少した。苦手な学習内容を生徒個々に把握させ、それに対処させる声掛けや、
苦手な学習内容にアプローチする自学ノートとスキルタイムを継続していく。
・「授業中に、自分の考えを友人や先生にわかりやすく表現することができたか」の質問に対
して69％の肯定的回答しか得られなかった。考えられる原因として、活動を行う中で、学習内
容の難化に伴う活動レベルの難化、生徒自身が求めるレベルが高くなったことや単元の終末
に思考・判断・表現をする言語活動・学習活動の設定が不十分なことが考えられる。全職員
で共通理解のもと、単元末における学習活動の設定を行う必要があると考える。

A

・自ら考え、学びを生かす生徒を目指し、これか
らも根気よくご指導をお願いしたい。
・全国学力学習状況調査や県学力学習状況調
査において、全教科で県の正答率を大きく上回っ
ており、これまでの先生方のご指導の成果が表
れていると思う。
・生徒たちは､自分の思ったこと､疑問点などはっ
きりと発言するので、主体的・対話的な学びがで
きていて凄いと思う｡

●心の教育①

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活
動

●人権についての話を聞くことで、「人権を尊重
することを心がけるようになった」に肯定的な生
徒80％以上

・社会科と学年が連携しながら部落問題学習を
実践する。
・ふれあい集会で「いじめ・いのち・人権」に関わ
る講話を教職員が行ったり、ローテーションによ
る道徳科の授業を行ったりする。
・全校の重点内容項目の中に「相互理解、寛
容」「生命の尊さ」を入れ、「考え、議論する」道
徳科の授業を実現する。

A

・「ふれあい集会等での話を通して、自分の考えをもち人権を尊重することを心がけている」に
対してすべての生徒が肯定的な回答をしていた。
・人権作文での入賞作品の朗読を聞くなど、他者の考えを聞くことで自分の考えを広めたり深
めたりすることができた。
・ローテーション道徳は継続している。また、重点内容項目「希望と勇気、克己と強い意志」
「相互理解、寛容」「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度」「生命の尊さ」については
複数回の授業を確実にこなすよう、年間指導計画および別葉に設定し、廊下の掲示物で
チェックしている。さらに、校内研究の授業力向上部会から「松梅スタンダード」（授業の型）を
提案し、対話活動を必ず入れるようにした。

A

・他人を思いやる心が、自分自身の成長につな
がると思いますので、これからもご指導をお願い
したい。
・思いやりやチームワーク力、発信力が発揮でき
ていると思う。感受性も豊かな生徒が多いように
感じる。

●心の教育②

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

●いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止
等のための取組、事案対処等）について組織
的対応ができていると回答した教職員80％以
上
●Q-Uテストで学校生活不満足群の割合が全
国平均以下

・月に一度「心のアンケート」を行い、全教職員
に回覧する。
・毎月「生徒指導・校内支援協議会」を開き、目
指す子ども像にむかって適切な指導・支援が行
われているか確認する。
・生徒指導教育相談部会を毎月、いじめ防止対
策委員会を適宜開き、情報の共有や対応を協
議する。
・保健室来室時に健康相談を行い、担任と情報
を共有する。

A

・いじめ防止対策の取組として、毎月の生徒指導協議会での全職員での共通理解、毎月の
「心のアンケート」、教育相談等の実施など、適切な取組を行った。また、日頃から、生徒にき
め細かい指導を行った。学校評価アンケートで、「いじめの未然防止、早期発見、早期対応の
ため他の職員と連携して組織的な取組を行っている」に肯定的な回答をした教職員は95％以
上だった。
・Ｑ-Ｕテストでは、昨年同様、学校生活不満足群は全国平均以下であった。 A

・人の心がわかるような生徒をこれからも育てて
頂きたい。
・先生方は十分に対応されていると思う。
・先生と生徒たちの会話を聞くと、いつも近くに先
生を感じられるので良いと思う｡
・感じ方は人それぞれで対応が難しいと思うが、
本当に先生方はよくご指導されていると感謝して
いる。

●心の教育③

●◎生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組む教
育活動の推進。また、ふるさとへの
誇りを持ち、未来の松梅、佐賀そし
て世界で活躍する姿を思い描いて、
失敗を恐れず何事にも積極的に挑
戦する生徒の育成。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒85％以上
◎「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした生徒80％以上
「地域や社会をよくするために何をすべきか考
えることがある」について肯定的な回答をする
生徒80％以上

・各学年ごとのキャリア教育を計画・実施し、夢
ノートとつなげることで、夢や目標を立てて逆向
き設計の意識を育てる。
・各行事や総合的な学習の時間の中で、具体
的な目標や見通しを持たせる。振り返りの手立
てを工夫する。
・地域について考える取り組みや内容を積極的
に取り入れる。

B

・学校評価アンケートで、「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した生
徒は100％、「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした生徒は65％であっ
た。前回と比較して微増してはいるものの、夢について考える機会を持つ必要性のある結果
となった。
・「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある」に肯定的な回答をする生徒
は73％であった。総合的な学習の時間で学習したことを文化発表会で発表する活動を経て、
地域について深く考えた結果と言える。この取り組みを継続していく必要がある。

A

・人から認められ、人を認めることができる生徒を目指
してこれからもご指導お願いしたい。
・「地域や社会を良くするために何をすべきか考えるこ
とがある」という質問に対する生徒回答は73%である
が、これまでの取組をこのまま継続していただきたい。
・職業体験や、いろいろな業種の方に来ていただき、夢
に対する知見をいただければと思う。

●健康・体つくり

●「安全に関する資質・能力の育
成」
●「健康を考えて行動できる能力の
育成」

●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする
●「健康は何より大切だ」「保健で学習したこと
を、自分の生活に活かしている」と答えた生徒
80％以上

・各種集会等で交通安全についての話を行う。
また、外部機関と連携し、交通安全教室や交通
安全に関する講話を実施する。
・保健体育の授業で、健康についての学習を行
い、健康の意義と必要性について学ばせる。ま
た、健康について学習したことを活かすことが
できているかのアンケートを学習後に行う。

A

・「安全に関する資質・能力の育成」について、交通事故防止等の授業をはじめ、交通安全教
室、土砂災害時の保護者への児童生徒の引き渡し訓練、不審者対応避難訓練、地震火災避
難訓練を実施し、警察署や消防署から指導助言をいただいた。どの訓練においてもスムーズ
に避難や引き渡しができ、生徒の交通事故件数も昨年度に引き続き０（ゼロ）であった。もしも
に備えて日頃から災害時の対応に関する意識をさらに高めていきたい。
・「健康を考えて行動できる能力の育成」については、毎月のほけんだよりでの呼びかけや保
健体育の授業「食事と健康について」で学ばせることができた。毎日朝食を食べている生徒
は90％、食の大切さを理解している生徒は93％と高い割合で、「健康は何より大切だと学習し
たことを自分の生活に活かしている」に肯定的な回答をした生徒は80％以上だった。

A

・食育だけでなく、睡眠やスクリーンタイムの管理
などについてもご指導いただけると有難い。
・学校と家庭が同じ方向性で連携することで、よ
り子どもたちの成長につなげられると思う。

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

●業務効率化の推進と時間外在校
等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、教職員1人当た
りの年次休暇の取得日数14日以上
●「タイムマネジメントを意識して業務改善に努
めた」教職員80％以上

・水曜日のノー部活デー、定時退勤日を励行す
る。
・定期的に業務効率化についてのアイディアを
共有し、意識の向上を図る。

A

・時間外在校等時間の上限を遵守できた職員は、８月～11月の４ヶ月で90％だった。（昨年度
は80％）
・11月アンケートにおいて「タイムマネジメントを意識して業務の効率化を図り、時間外勤務の
削減に努めた」教職員は100％で、成果指標を達成できた。

A

・かなり努力をされていると思う。翌日に負担の
かからない働き方を考えて頂けたらと思う。
・多忙な業務の中、どこを効率化するのか難しい
と思うが、よく対応されていると感じる。
・時期によるかもしれないが、遅くまで職員室の
電気がついているのを見かける。

●特別支援教育の
充実

○個に応じた支援の充実 ○「一人一人の特性について、他の教職員と共
通理解のもと合理的配慮を提供することができ
た」と回答した教職員80％以上

・特別支援に関する研修会の実施。
・一人一人の特性等に応じた合理的配慮の提
供。

A

・11月の学校評価アンケートによると、「一人一人の特性について、他の教職員と共通理解の
もと合理的配慮を提供することができた」という質問に対して、すべての教職員が肯定的な回
答をした。
・特別支援に関する研修会を、計画通りに全5回実施することができた。

A

・個性ある生徒が多い中、個別対応も十分されて
いるように窺える。これからも、個人の特性を大
事にするようなご指導をお願いしたい。
・個人の特性や学習障害に対する合理的配慮に
ついて、学校と家庭が連携することが大事だと感
じている。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○郷土愛にあふれ
た心豊かな子どもを
育む道徳教育の研
究

○授業力の向上
○小中連携の取組
○家庭・地域との連携

○学校評価アンケートで「道徳科の授業の中
で、友達や先生の話から、自分の考えを広くし
たり自分を見つめ直したりしている」に肯定的な
生徒80％以上。
○校内研究の道徳アンケートで、「希望と勇気・
克己と強い意志」「相互理解、寛容」「郷土の伝
統と文化の尊重・郷土を愛する態度」「生命の
尊さ」の内、各価値項目の大切さについて肯定
的な生徒が80％以上。
○学校評価アンケートで、「学校は、ふれあい
道徳や道徳通信、学校ホームページを通して、
学校で行っている道徳教育をわかりやすく伝え
ている」に肯定的な保護者が80％以上。

・6～1月に一人一授業(同時期に同じ内容項目
の授業)を実施し、ねらいと中心的な発問を中
心に研鑽を深め、「考え、議論する」道徳科の
授業を実現する。
・共通実践事項の徹底。
・道徳通信を2ヶ月に1回発行し、学校ホーム
ページで道徳教育の情報を公開する。
・参観者参加型のふれあい道徳の実施。
・地域教材の開発。
・実態把握のためのアンケートの作成と分析。
・全体計画、年間指導計画、別葉の見直し。

B

・生徒に対する学校評価アンケート「道徳科の授業の中で、友達や先生の話から、自分の考
えを広くしたり自分を見つめ直したりしている」に対して肯定的な回答が96％だった。引き続
き、道徳科の授業力の向上を目指す。
・校内研究の道徳アンケートでの比較的価値の高い回答は、「希望と勇気、克己と強い意志」
は心情78％↑・判断61％↓、「相互理解･寛容は心情56％↓･判断89％↑、「郷土の伝統や
文化の尊重、郷土を愛する態度」は心情78％↑・判断72％↓、「生命の尊さ」は心情56％↑･
判断28％↓であった。前回と比べると、「相互理解、寛容」以外は心情が伸び、判断が落ちて
いた。ＨＵＭＡＮでは、「希望と勇気、克己と強い意志」76％、「相互理解、寛容」77％、「郷土
の伝統や文化の尊重、郷土を愛する態度」81％、「生命の尊さ」50％が、価値レベルの高い
回答であった。全体的に見ると目標の80％には達していないが、前回との変動が見られた
り、全国との差が見られなくなったことから、校内研究の成果は出つつあると思われる。特に
「生命の尊さ」については、来年度以後も重点内容項目として取り組む必要があるだろう。
・保護者への学校評価アンケート「学校は、ふれあい道徳や道徳通信、学校ホームページを
通して、学校で行っている道徳教育をわかりやすく伝えている」では、肯定的な回答が100％
だった。来年度も同じ取り組みを行っていきたい。

A

・松梅の伝統や文化を理解、体験し、将来松梅を
担う人に育ってほしい。
・これからも道徳教育を通じて、相互理解が出来
る生徒の育成をお願いしたい。
・道徳教育を通して、自分の考えを広げ、自分を
見つめ直している生徒が96%、学校での道徳教
育が家庭によく伝わっていると考える保護者が
100%なので素晴らしいと思う。
・小中一貫校の良い点である先生と生徒が近い
ところは､いつも良いなあと思っている｡

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

３　本年度の重点目標

①　社会に開かれた教育課程の実現

②　学校運営協議会制度を生かした小中一貫教育の推進

③　郷土愛にあふれた心豊かな子どもを育む道徳教育の研究

４　重点取組内容・成果指標

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上においては、学力調査等の分析をもとに、共通実践を行った。児童生徒の自ら考え、学びを生かす姿を追究し、手立てを工夫し、授業改善に生かした。次年度は、全職員の共通実践として、単元末における主体的・対話的な学習活動を設定し、思考・判断・表現力の育成を
図りたい。
・心の教育においては、いじめの早期発見、早期対応体制の充実を図ることができた。また、未然防止対策では、職員のローテーションによる講話や外部講師による講演会、さらには特別の教科道徳の授業等に全職員で取り組んだ。成果として今年度、いじめ、問題行動等発生件数０で
あった。次年度は、課題である、将来の夢や目標をもち、ふるさとを大切に思う生徒の育成に重点を置きたい。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進においては時間外勤務時間の目標は達成できた。また、タイムマネジメントの意識も向上した。次年度は、部活動改革による校時限の見直しを始め、様々なアイディアを共有し、タイムマネジメントを意識した業務効率化をさらに推進する。
・研究指定を受けた重点取組である道徳教育の研究には、研究主任を中心に組織的な体制のもと、今年度も講師を招聘しての研修や一人一授業の取組等を行ったことで、さらに職員の資質・能力が向上し、生徒の意識の向上につながった。また、保護者にも取組を周知することができ
た。次年度は、課題である内容項目の「生命の尊さ」について、判断力に加え、心情面の育成に重点を置きたい。

学校関係者評価

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組
具体的取組

最終評価

学校名 佐賀市立松梅中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上においては、学力調査等の分析をもとに、共通実践を行った。生徒の自ら考え、学びを生かす姿を追究し、手立てを工夫し、授業改善に生かした。

・心の教育においては、いじめの早期発見、早期対応体制の充実を図ることができた。また、未然防止対策では、教職員のローテーションによる講話や外部講師による講演会、さらには特別の教科道徳の授業等に全職員で取り組んだ。成果として、いじめ、問題行動等発生件数０であった。今後も本年度の取組を継続していく中で、生徒の人権意識を

向上させる。

・業務改善・教職員の働き方改革の推進においては時間外勤務時間の目標は達成できた。また、タイムマネジメントの意識も向上した。今後もアイディアを共有し、タイムマネジメントを意識した業務効率化をさらに推進する。

・今年度から研究指定を受け、重点取組として行っている道徳教育の研究には、講師を招聘しての研修や、一人一授業の取組等を行い、教職員の資質・能力が向上し、生徒の意識の向上につながった。また、保護者にも取組を周知することができた。

２　学校教育目標 ふるさと松梅を担う心身ともに調和のとれた生徒の育成

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

中 学 校


